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１．はじめに  

 2009 年 7 月 21 日の記録的な豪雨により, 山口県防府市では大規模な土

石流が各所で発生した（図 1）.本研究では,その一つの石原地区（図 2）

の土石流発生域の小規模扇状地内, かつ佐波川氾濫域内でジオスライサ

ーを用いた連続試料採取を実施し, 詳細な土層区分から河川性堆積物, 

湖沼性堆積物と土石流堆積物が互層から成ることが判った.また, 新旧土

石流堆積物中の炭化物の形成年代を放射性炭素年代測定（AMS）法（以

下，14C 法と略記）で測定し,本川氾濫域に到達した大規模な土石流は西

暦 1200 年頃以降に 4 回以上生じていたことを突き止めた. 

２．石原地区の状況 

石原地区には 2 つの渓流があり、南側を B ,北側を A と呼んでいる.本

研究では石原 B 地区で GS-2～GS-11 の 10 箇所（図 3）で, 石原 A 地区で

GS101～102 の 2 箇所でジオスライサーによる連続試料採取を実施した. 

2.1 地層分布状況 

石原地区は渓流出口に小さな扇状地を作り, 扇状地が佐波川氾濫源と

接する地形であることから河川と渓流の 2 つの起源が異なる堆積物が指

交状に分布していた.河川起源の堆積物は氾濫時の均質な砂主体層と静

穏期のシルト等細粒分主体層に区分でき, 渓流から供給された堆積物は

粗砂～砂礫等の不均質な粗粒砂であった.2009 年の防府災害時には粗砂

主体の土石流堆積物が調査地に堆積した. 図 4 は図 3 の中央部をほぼ南北

に切った断面図であり, 地形の最急勾配は土石流堆積域に当たる約 1.4 度

である.最下流の GS-2 から最上流の GS-7 までの試料を読み取った地層断

面図であるが, 本図から最下層は河川堆積物であり, 次いで土石流堆積物,

湖沼性堆積物が分布していることがわかる.湖沼性堆積物は侵食を伴わな

いことから層序の欠損は考えにくく,その前後の土石流層の欠落可能性は

極めて小さいものと考えられる.また, 図 5 は図 4 を直交する GS-10 と

GS-11 の地層柱状図であるが, 本図においても GS-10 最下層の河川堆積物

が GS-11 では深部にもぐりこみ, その間に湖沼堆積物が厚く分布する状況

が認められた.土石流堆積物の層数も両位置では異なることから, 旧地形

は現況地形とは異なって, 河川堆積物や土石流堆積物の分布は, 平面的に

も不規則な状況にあると言える. 
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図 1 2009 年に発生した防府地域の土石
流分布 

図 3 ジオスライサー 
実施位置（石原 B） 

図 2 石原地区の土石流発生域と本研究
実施箇所 

図 4 の断面位置
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2.2 14C 法測定結果 

 GS-3～GS-102 で 19 試料を採取して 14C 法によって年代測定を

行った. 14C の半減期は 5568 年であり，水爆実験や化石燃料の使

用が大きくなった西暦 1950 年以前の 14C 量を基準としてい

る.14C 法による結果を表 1 にまとめたが, 土石流は西暦 1200 年

頃から 1500 年頃間に, 洪水は西暦 700 年頃から 1300 年頃間に

発生したことがわかった.また, 石原地区では, 土石流, 河川氾

濫, 湖沼の各堆積物の年代は西暦 1200 年から 1300 年間に集中

することがわかった.河川氾濫はそれ以前から約200年間隔で生

じているものの, 西暦 1300 年頃以降は確認できなかった. 

３．土石流・洪水発生間隔に関する考察 

 図 6 に既存資料に本研究成果を加えた防府地域の土砂災害

年表を示す.これまでの研究から, 防府地域では, 西暦 700 年頃

以降に土石流が 9 回発生したことが判明しているが, いずれの

地区でも西暦 1200 年代, および 1300 年代に集中していた.本研

究でも同様の傾向が認められた.一方, 洪水に起因する河川堆積

物は西暦 1200 年頃以前にも 160 年～250 年間隔で形成され, 豪

雨は約 200 年間隔で定期的に生じていたものと考えられる.豪雨

と土石流の発生が必ずしも一致しないことは,西暦 1200 年以前

には土石流を引き起こす不安定土砂が定常的に渓流に供給され

ていなかった可能性が考えられる.防府地域は周防国の国府が置

かれた地であり，古くから山と人との関わりがあった地域と考え

られる.西暦 1180 年頃には東大寺再建のために，重 源
ちょうげん
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上流の山奥から木材を切り出して奈良まで運び出した歴史記載

もあり，切り出された木材片が土石流に巻き込まれて多量に残存

することも十分に考えられる.これらの，大量伐採がその後の豪

雨で土石流を引き起こした一因とも考えられ，人と自然災害の関

連は昔から存在していた可能性を示唆する. 

４．まとめ  

 本研究の成果は以下の項目にまとめられる. 

①石原地区下流部には小規模な扇状地が形成され,

地層は河川堆積物, 湖沼堆積物, 土石流堆積物が指

交状に分布する. 

②石原地区では西暦 1220 年頃以降 2009 年の防府災

害を加えて 4 回の大規模な土石流が発生した. 

③河川氾濫は西暦 700 年頃以降に約 200 年毎に発生

しているが, 土石流の発生は 1200 年以降に限定され

ることから, 発生に際しては豪雨以外の要因がある

可能性が高い. 
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図 4 対象箇所の地層断面図 

図 5 図 4 直行方向の地層状況 

表 1 採取試料の情報と 14C 年代 

図 6 防府地域の土砂災害年表 
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